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複式３・４年 算数科学習指導案
平成１７年 ５月２３日（月）５校時

３年 男子５人 女子３人 計８人
４年 男子３人 女子２人 計５人
指 導 者 福 元 尚 美

３年「かけ算」 ４年「わり算」１ 題 材

（３ 年） （４ 年）
２ 題材について
(1) 題材の価値

本学級の子供たちは，これまでに（１位 本学級の子供たちは，これまでに｢除法｣
数）×（１位数）の学習をし，乗法の意味 で，その意味や乗法九九を用いて商を求め
や九九の構成について理解しており，乗法 る方法について学習してきている。また，
の素地を培ってきている。 あまりがある場合も，ない場合と同様に意

そこで，本題材では，乗法九九をもとに 味と計算の仕方を学習している。
して，乗数や被乗数が０， ，被乗数が何 そこで，本題材では，既習事項をもとに10
十・何百の乗法へ拡張し，乗法に関して成 して，整数の除法に関して成り立つ性質を
り立つ性質を理解することをねらいとして 考え，それらを用いて計算することができ
いる。さらに，九九表を見て，数の配列の ることをねらいとしている。さらに，計算
きまりに着目して問題解決をする活動を通 のきまりを使って大きな数のわり算に取り
して，関数的な見方・考え方を培うことも 組むことで，既習内容の理解をさせること
期待できる。 もねらいとしている。

なお，ここで培われた乗法についての基 なお，ここで培われた整数の除法につい
礎事項は，（２，３位数）×（１位数）の ての基礎事項は，（２，３位数）÷（１位
筆算の仕方を理解する学習へと発展してい 数）の筆算の仕方を理解する学習へと発展
く。 していく。

(2) 子供の実態
ア 調査日…５月６日（金）
イ 問題と正答者数 （調査人数８人） （調査人数５人）

( ) ( )問 題 の 概 要 問 題 の 概 要正 答 者 人 数 人 正 答 者 人 数 人

○ 乗法が用いられる場面の指摘 ○ 等分除の意味，立式

・ 同じ数のまとまりで配置され ・ このみかんを７人に分ける35
８ ４

ている図の指摘 と，１人分は何こになるか。

○ 乗法の意味の理解 ○ 包含除の意味，立式

・ １箱のケーキの数 ・ ｃｍのテープから８ｃｍの８ 64 ５
テープは，何本作れるか。

８・ 箱の数
○ 除数とあまりの関係

８・ ケーキの数（立式）
・ まいの色紙を６人に同じ数34

４○ 乗法の交換法則 ずつ分けると１人分は何まいに
なり，何まいあまるか。

８・ １×７＝７×
○ 計算問題（乗法九九を使って求める）

８・ ×９＝９×３
５・ ６÷２
５○ 乗法の適用 ・ ÷４28
５・ ÷５15
５・ ボートが６そうあり，１そう ・ ８÷１

１ ５に９人ずつのっている。みんな ・ ÷７35
５で何人のっているか。 ・ ÷５25
５・ ０÷３
５・ ボートが１そうふえると人数 ・ ６÷６
５は何人ふえるか。 ・ ÷４

１ 22
５・ ÷７45
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ウ 考察
乗法が用いられる場面をとらえること， 除法の問題については，よく理解してい

交換法則が成り立つことについては，理解 る。あまりのある問題であまりを間違えた
しているが，乗法を適用し，立式すること 子供が１人いるので，正しく計算できるよ
については，理解が不十分である。問題に うにさせる。
出てくる数値を単に順番に６×９として， また，計算問題については，問題を解く
式を書く子供が７人いる。問題文は何をた スピードに個人差があり，遅い子供につい
ずねているのか，乗っている人の数である ては，個別に問題を与えて計算力の定着を
ことを確認し，１そう当たり９人乗ってい 図る必要がある。また，必要に応じて乗法
るボートが６そう分という言葉の式に置き 九九の表などを与えて答えの求め方に慣れ
換えさせる必要がある。 させる。

また，ボートが１そう増えた時の人数の 文章問題については，求めるものは何か
増加については，「増えるか」という言葉 を常に正しくとらえさせ，単位の表記に気
に着目せずに 人と答える子供が７人であ を付けさせる必要がある。63
り，問題をていねいに読む習慣を養う必要
がある。

(3) 題材の指導に当たって
ア 本題材では，乗法や除法に関して成り立つ性質を子供自らが既習の学習内容と関連

付けながら調べていけるようにしたい。その際，問題解決的な学習過程を通して，子
供の追求意欲を継続させていくことに留意して指導に当たりたい。

イ 「かけ算のきまり」では，乗法九九の イ 「わり算のきまり」では，数について
学習で芽生えてきつつある交換・結合・ の計算とともに具体的な事象を通して，
分配法則についての意識を，具体的な場 理解できるように工夫したい。

,10 100面で確認し，式化することによって，乗 ウ 「何十，何百のわり算」では や
法の性質としてとらえさせていきたい。 を単位とした数に着目させ，（何十，何

ウ 「０のかけ算」では，乗数や被乗数が 百）÷（１位数）が（１位数）÷（１位
０の場合について，ゲームを通して体験 数）の計算と同じようにできることを理
させ，その積を乗法の性質に用いること 解させる。その際，形式的に考えさせる
によって理解を深めさせていきたい。 のではなく，実際にブロックを使って操

エ ｢ のかけ算｣では，｢５× ｣や「 × 作したり，図や絵を活用させたりして考10 10 10
５」の答えの求め方を考える学習を通し えさせたい。
て，乗法の意味理解を確かなものにする エ 「力だめし」では，計算のきまりをつ
とともに，数や式の見方を広げられるよ かって大きな数のわり算もできるように
うにしたい。 していきたい。

オ 「何十，何百のかけ算」では，乗法の オ 乗法九九の適用できにくい除法では，
性質を（何十）×（１位数），（何百） ばらではなく束で分けるという必要性に
×（１位数）の意味理解や乗法の場面に 気付かせるとともに筆算形式の場面でも
活用させて問題解決を図り，乗法九九を この考え方が生かせるようにしたい。
活用するよさを味わわせていきたい。

カ 子供たちが主体的な学習を進めるために，基本的な学習技能や態度について具体
的に指導を行い，「学び方」をしっかりと身に付けさせたい。

キ 間接指導時に，子供たちが主体的に問題解決的な学習を進めることができるよう
に直接指導時に，学習の手順を明確に指示し，解決の見通しをしっかりもたせてか
らわたるようにしたい。

ク 調べる活動においては，「一人調べ」の時間を十分確保し，自分の考えをしっか
りまとめさせ，発表できるようにさせたい。一人調べが苦手な子供に対してはペア
学習なども取り入れ，意欲的に問題解決をしていけるように配慮したい。また，自
分の考えがもてた子供には他の考え方に目を向けさせたり，まだできないでいる子
供にヒントを与えさせたりして相互に認め合い，高め合いながら学習を進められる
ようにしたい。発表の苦手な子供も自分の考えを書いて黒板に提示させることで学
習への意欲をつなげられるようにしたい。

ケ ガイド学習が円滑に進められるように，ガイド役に指示カードを与え，学習の進
め方や留意することなどを事前に指導しておきたい。

コ 複式学級の特性を生かすために，学習の振り返りを同時に行い，お互いの学習内
容の共通事項を見付けたり，学習の様子を伝えたりしながら，異学年同士のかかわ
りを豊かにしたい。

サ 評価については，それぞれの時間において重点的に評価する観点を１～２観点決
めた評価カルテを作成しておき，授業やノート記述の様子，または，子供自身によ
る自己評価や相互評価を加味して評価をしていきたい。
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３ 題材の目標及び評価規準
(1) 目 標

０や の乗法や（何十，何百）×（１位 整数の除法についての理解を深め，それ10
数）の計算の仕方を考え，それらの計算が を適切に用いる能力を伸ばすとともに，除
乗法九九をもとにしてできることを理解す 法に関して成り立つ性質を調べ，それを計
るとともに，乗法について成り立つ性質を 算の仕方に生かすことができる。
調べ，それらを計算の仕方を考えたり，計
算の確かめをするときに用いたりすること
ができる。

(2) 評価規準
○ 乗法の用いられる問題場面を解決する ○ 除法のきまりを見付けようとする。ま

過程で，乗法に関して成り立つ性質を調 た，（何十，何百）÷（１位数）の計算
べ，それらを問題解決において活用しよ の仕方を考えようとする。
うとする。 ○ 被除数や除数，商が同じ式を見て，除

,○ 乗法に関して成り立つ性質を活用して 法のきまりを考えることができる｡また
０の乗法や何十，何百に１位数をかける （何十，何百）÷（１位数）の計算の仕
乗法の仕方を考えることができる。 方を考えることができる。

○ 乗法に関して成り立つ性質を見付ける ○（何十，何百）÷（１位数）の計算を，
ことができる。また，０の乗法や何十・ 十のかたまりをもとに計算できる。
何百に１位数をかける乗法の計算ができ ○ 除法の除数，被除数，商の間にきまり
る。 があることが分かる。また，（何十，何

○ 乗法に関して成り立つ性質が分かる。 百）÷ １位数 の計算の仕方が分かる。( )
また，０の乗法や何十，何百に１位数を
かける乗法の仕方が分かる。

(3) 指導計画
（全８時間＋選択１時間） （全５時間）
評価の観点 評価の観点教 師 の

知関 考 表 知 関 考 表
主 な 学 習 活 動 主 な 学 習 活 動位 置

①１ １ 九九表の数の並び方に目
②をつけ，そこから交換法則
③

○ か や乗法のきまりを発見し，
成り立つわけを説明する。け

１算 ２ 九九表の数の並び方に目 １ 被除数が同じ除法の式か① ①

② ② ○の をつけ，積の増減の仕方と ら，除法のきまりを見付け
わ○ ③ ③き 乗法の関係や，乗法の分配 る。
りま 法則を発見し，成り立つわ
算り けを説明する。
の３ ３つの数をかけるときは, ① ④

きかける順序を入れ替えても ２ 除数が同じ除法の式から② ①

③ ② ○
○ 答えが同じになることを説 除法のきまりを見付ける。 ま

り明する。 （本時） （本時）④ ③

① ④２ ４ 合計点を乗法で計算しな
がら，楽しく点取りゲーム○

④ ① ○０ をする。 ３ 商が同じ除法の式から，
５ □×０や０×□が０にな 除法のきまりを見付ける。の ②

④ ③か ることを，いろいろな方法
２け で説明する。 ４ 何十，何百）÷ １位数① ( ( )

① ② ○

○

算 の除法は， や を１と10 100
何② ③ 見ることで，既習の除法と
十③ ④ 同様に計算できることが分

３ ・６ の乗法の答えを，乗法 かる。10 ①

何のきまりを用いたり がい10 ②

百○ 10 くつ分と考えたりして求め ③

の のる。 ④

か わ
け り
算 算
４ ３７ （何十，何百）×（１位 ５ 既習事項の確かめをする①

② ○数）の計算の仕方を考える｡
何 力（ ）0.5 ③ ①

十 だ○ 既習事項の理解を深める｡ ④

・ めかけ算で学習したことを ④

何 しノートにまとめる。（ ）0.5
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百
の
か
け
算

①５ ８ 既習事項の確かめをする ｡
○ ④力

だ
め
し

①＜選択：１時間＞
○ ④虫くい九九表の□にあては

まる数を答える。
※ ①－つかむ・見通す ②－調べる ③－練り上げる ④－練習する（学習の振り返りは同時に行う。）

（ 年：３／８ 年：２／５）４ 本 時 3 4
(1) 目 標

３つの数をかける場面が分かり，３つの 除数が同じ除法の式から，除法のきまり
数をかけるときは，かける順序を入れ替え を見付けることができる。
ても答えが同じになることを説明できる。

(2) 評価規準
絵や図を使って乗法のきまりを説明でき 除法のきまりを進んで見付け出そうとす

る。 （知識・理解） る。 （関心・意欲・態度）

(3) 指導に当たって
ア 授業開始時は，両学年一斉に行い，乗法や除法のきまりを見付ける活動をすること

を伝え，本時の学習意欲を高めていきたい。
イ 問題文と関連付けながら，子供と鉛筆 イ 被除数は分からないが，問題の意味か

の図を提示し，問題場面をしっかりとと ら除法の問題であることをとらえ，解決
らえさせ，解決の見通しをもたせていき の見通しをもたせていきたい。
たい。 ウ 除法のきまりが見付かったら，除数が

ウ 自分の考えで問題を解いたら，他の考 ３以外の式でも同じことがいえるかどう
え方でもできないか考えさせるようにし か確かめさせるようにしたい。
たい。

エ 間接指導時にも主体的に問題解決的な学習が進められるように，直接指導時に学習
内容や手順，時間等を明確に指示し，さらには，その指示内容を提示しておきたい。

オ 両学年ともにガイド学習を位置付け，その際，学習リーダーには，事前に学習の進
め方を指導しておき，指示カードを見せながら進行させていきたい。そして，成果や
課題を明確に伝えることにより，ガイド能力を高めたり，次時からのガイド学習に対
する意欲付けを行ったりしていきたい。

カ 個に応じた指導を充実させるために，ヒントカードやヒントコーナーを準備し，活
用させていきたい。

キ 学習を振り返らせる場面では，両学年一斉に自己評価や相互評価を発表する活動を
設定し，異学年で学習することのよさを感じ取らせていきたい。

(4) 展 開
指導上の指導上の 過 過
留意点留意点 主な学習活動（第３学年 主な学習活動（第４学年））

程 程
位 置／ 時 間

○ 本題材 ○ 前時の
への意欲 学習を振１ 異学年の学習内容の概要について確認する。
付けをす 練 り返り 本,
る。 習 時の学習①

す へつなげ２ 学習課題を知る。 ２ 練習問題をし，前時の学
つ る る。えんぴつを３本ずつのた 習を振り返る。
か ⑨ばにして，１人に２たばず

つくばります。４人にくば ３ 学習課題を知る。○ これま む
での学習 ○ 問題のるには，えんぴつはぜんぶ □このチョコレートを１
とちがい 意味からで何本いるでしょうか。 人に３こずつ分けると何人④

式が２回 除法の問に分けられるでしょうか。
出てくる 題である(1) 分かっていることと求
ことをお ことを明めることを確かめる。 課題の内容を把握する(1)
さえる。 らかにす(2) 立式する。

る。(2) 式をつくる。
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○ あまり３ めあてを設定する。 ⑨

つ のないわ
か り算の式２つの式ができた時の計算の仕方を ⑧

む を作るこ考えよう。
とをおさ
える。④ ４ めあてを設定する。

４ 解決の見通しをもつ。 わられる数と答えのきまりを見つけ○ 解決の 見
｡手順につ （解決方法の確認をする。） 通 よう

いて小黒 す・ １人分のえんぴつの数
板にまと ○ 解決のを求めてから全体を求め ５ 解決の見通しをもつ。
め，提示 見 （解決方法の確認をする。） 手順につる。 ⑤

しておく 通 いて小黒・ 束の数を求めてから全 ・ わる数と答えの増え方に
す 板にまと体の数を求める。 きまりがないか考える。

め，提示５ 自力解決をする。 ・ わる数が変わるとどうな
しておく｡(1) 一人調べをする。 るか調べる。④

・ １人分のえんぴつの数
○ 自分の ○ 自分のを求めてから全体を求め ６ 自力解決をする。

考えがも 調 調 考えがもる。 一人調べをする。(1)
てた子供 べ べ てた子供・ 束の数を求めてから全 ・ □が増えると答えが
には，他 る る には，他体の数を求める。 どうなるか。
の方法で の方法で・ □が２倍になると，
できない できない(2) 考えをボードにまとめ 答えも２倍になる。⑬ ⑩

か考えさ か考えさる。 ・ □を÷２にすると答⑪

せる。 せる。えも÷２になっている
○ とまど ○ とまど・ わる数が変わるとど

っている っているうなるか。
子供には 子供には
ヒントを ヒントを(2) 考えをボードにまとめ
与える。 与える。る。

○ 学習リ ○ 学習リ６ 解決結果を発表し，話し ７ 解決結果を発表し，話し
ーダーに 練 練 ーダーに合う。 合う。
進行させ り り 進行させ(1) (1)解決結果を発表し合う｡ 解決結果を発表し合う｡
る。 上 上 る。
・ 準備 げ げ ・ 準備(2) (2)質問や意見等を発表す 質問や意見等を発表す

の確認 る る の確認る｡ る｡
・ 発表 ・ 発表(3) (3)解決結果について感想 解決結果について感想

者の指 者の指を発表する。 を発表する。⑪ ⑫

名 名⑤

・ 意見 ・ 意見
質問等 質問等

８ 学習のまとめをする。○ 計算の
順序が分 ○ 自分の７ 学習のまとめをする。
かるよう 確かめたわられる数を２倍すると
に（ ） 式を紹介かけ算は，じゅんじょを 答えも２倍になる。また，
でくくる し合い，かえても，答えは同じにな わられる数を２でわると答
ことを理 考えを深る。 えも２でわった数になる。
解させる め合う。

⑥○（ ）で 練８ 練習問題をする。
くくるこ 習・ ３つの数をかけるかけ
とで計算 す算をし，順序をかえても
の順序を る答えが同じになることを

⑥意識させ 確かめる。
る。

９ 本時の学習を振り返り， ９ 本時の学習を振り返り，ま ま
○ 学習の と と ○ 学習の次時の学習内容を知る。 次時の学習内容を知る。

成果を異 め め 成果を異(1) (1)本時の学習を振り返る 本時の学習を振り返る｡ ｡
学年にも る る 学年にも
知らせ， 知らせ，(2) (2)感想を発表する｡ 感想を発表する｡⑤ ⑤ ⑤

称賛を与 称賛を与
える。 える。(3) (3)次時の学習内容を知る 次時の学習内容を知る｡ ｡


